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｢ホーセの見

てある記｣は 
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橋爪法一 検 索 

ゼ
ン
マ
イ
飛
行
機
作
っ
て
飛

ば
す
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か 

●
日
時 

６
月
27

日
（
日
）
午
前
10

時 

●
集
合
場
所 

吉
川
区
総
合
事
務
所 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

駐
車
場 

●
参
加
費
は
無
料
。
マ
ス
ク
着
用 

 

 

長
靴
・
ハ
サ
ミ
持
参
し
て
下
さ
い
。 

●
呼
び
か
け
人
は
私
、
橋
爪
で
す
。 

子
ど
も
も
大
人
も
大
歓

迎
で
す
。
集
合
後
、
近

く
の
山
に
移
動
し
、
ゼ

ン
マ
イ
の
葉
な
ど
を

使
っ
て
飛
行
機
を
作
り

ま
す
。
約
一
時
間
の
予

定
で
す
。
雨
天
中
止
。 

 柏崎刈羽原発から30㌔圏内（ＵＰ

Ｚ）自治体議員等で組織するＵＰＺ研究

会は、ＵＰＺ内自治体は原発再稼働に関

して事前了解権を持つべきだとして、

「30㌔圏内自治体と東京電力との安全

協定を見直すべきだ」と運動を進めてい

ます。先日は同研究会が行ったアンケー

ト調査結果が公表され、「原発から

30km圏内に住んでいることに対して、

70％近くが不安感を持っている」こ

と、「事前了解の必要性についても

81.4％が〝必要〟と答えている」ことが

明らかになりました。 

 こうしたなか、関係自治体の首長がど

ういう見解を示すか注目されています

が、１６日の市議会一般質問で日本共産

党議員団の上野公悦議員は、「こうした

結果に対してどう思うか」と質問しまし

た。答弁に立った村山市長は、「アン

ケートの個々の結果については、特に申

し上げることはございません。記者会見

で花角知事は〝一般論として、原子力発

電所に対する関心を持っていただくこと

は、むしろ大切なこと〟との見解を述べ

たが、私も知事と同じ認識だ」とのべま

した。これでは、逃げの答弁です。もっ

と正面から答えてほしかったですね。 

 新型コロナが収束どころか広がりを見

せているなかで、「東京オリンピック、

パラリンピックは中止、または延期を」

の世論が高まっています。 

 上野議員は、「国民の7割以上が五輪

の延期・中止を求め、ボランティアも既

に1万人以上が辞退している。こうした

中でのオリンピック・パラリンピック開

催についてどう考えているか」「ドイツ

体操チームの事前合宿受入れや交流事業

を計画しているが、計画どおり行うの

か」と早川教育長に質問しました。 

 早川教育長は、「開催については、

様々な課題が指摘されていることを承知

しており、大会主催者等によって万全の

感染症対策が行われた上で、安全で安心

な大会が行われることを期待している」

「当初の計画どおりドイツ体操連盟から

7月上旬から下旬にかけて事前合宿を実

施したいとの連絡を受けている。ホテル

の１つの階の借り切りとか、検査も毎日

行うとか、対策は万全に行う。ただ、ど

んなものであっても誰 

かの犠牲の上に行 

うものではな

い。万一危険

な 場 合 は 中

止 も あ り う

る」とのべま

した。   

【ニワフジ】マメ科の落

葉小高木。漢字で「庭

藤」と書きます。背丈は

40 ㌢ ～ 60 ㌢、横 は

50㌢～80㌢ほどに広が

ります。花期は５月から

６月。赤紫色の花を咲か

せます。花言葉は「恋に

酔 う」「し な や か な

体」。実際の花に出合う

とうなずけます。写真は

６月９日、吉川区小苗代

の田んぼ付近の道を歩い

ていて見つけました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

介護の日々、１冊の本に 

 市内寺在住の吉村恵美子さんがこの

ほど、亡き夫との介護の日々を綴った

「やまぼうしの歌」（北越出版、税込

み1000円）を出版しました。感動の

１冊です。 

 吉村さんは29年前まで吉川区の山間

部にいた人です。本は事情で店頭には

並びません。私のところにも少しあり

ます。ぜひお読みください。 



 

第
六
六
三
回 

 

三
十
三
観
音 

 
 

 

 6月9日(水) 6月16日(水) 

上越南消防署 ０．０４７ ０．０４７ 

上越北消防署 ０．０４０ ０．０４３ 

新井消防署 ０．０５７ ０．０５７ 

頸北消防署 ０．０５０ ０．０５０ 

頸南消防署 ０．０６０ ０．０６０ 

東頸消防署 ０．０５３ ０．０５３ 

名立分遣所 ０．０５０ ０．０５３ 

高士分遣所 ０．０５３ ０．０５３ 

 

吉
川
区
町
田
か
ら
頸
城
方
面
へ
と
車
を
走
ら
せ

る
と
左
側
に
杉
林
が
見
え
ま
す
。
先
日
、
初
め
て

こ
の
杉
林
の
中
を
歩
い
て
み
ま
し
た
。 

 

杉
林
へ
行
く
た
め
、
県
道
の
広
く
な
っ
た
と
こ

ろ
に
車
を
と
め
る
と
、
そ
こ
か
ら
は
吉
川
区
の
町

田
、
六
万
部
、
西
野
島
、
頸
城
区
の
畑
ヶ
崎
が
見

え
、
遠
く
に
は
米
山
さ
ん
が
よ
く
見
え
ま
す
。 

 

県
道
を
挟
ん
で
、
こ
の
広
い
場
所
と
反
対
側
に

小
さ
な
「
三
十
三
観
音
」
の
案
内
板
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
案
内
板
の
と
こ
ろ
か
ら
入
っ
て
、
杉
林

の
中
へ
と
続
く
道
は
、
車
か
ら
も
見
え
ま
す
。
い

つ
、
こ
の
場
所
を
通
っ
て
も
、
き
れ
い
に
整
備
さ

れ
て
い
る
の
で
、
一
度
は
歩
い
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。 

 

今
回
、
こ
の
道
か
ら
奥
へ
と
進
ん
で
み
よ
う
と

思
っ
た
の
は
、
何
か
素
敵
な
野
の
花
に
出
合
え
る

予
感
が
し
た
か
ら
で
す
。 

 

予
感
は
す
ぐ
に
当
た
り
ま
し
た
。
案
内
板
の
と

こ
ろ
か
ら
数
歩
歩
い
て
だ
け
で
、
タ
ツ
ナ
ミ
ソ
ウ

に
出
合
っ
た
の
で
す
。
ガ
マ
ズ
ミ
の
木
の
下
で

四
、
五
本
、
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。 

 

タ
ツ
ナ
ミ
ソ
ウ
は
シ
ソ
科
の
植
物
、
花
の
形
が

独
特
で
、
一
回
見
た
だ
け
で
覚
え
て
し
ま
い
ま

す
。
草
丈
は
二
〇
㌢
～
四
〇
㌢
ほ
ど
。
花
は
筒
状

で
青
紫
色
、
先
が
丸
く
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。
二
十

数
年
前
、
吉
川
区
山
方
地
内
で
こ
の
花
を
初
め
て

見
か
け
た
時
、
私
は
ツ
バ
メ
の
子
ど
も
た
ち
を
連

想
し
ま
し
た
。
親
ツ
バ
メ
が
エ
サ
を
運
ん
で
き
た

と
き
、
子
ツ
バ
メ
た
ち
が
巣
の
中
か
ら
い
っ
せ
い

に
顔
を
出
す
姿
に
そ
っ
く
り
だ
っ
た
か
ら
で
す
。 

 

杉
林
の
中
の
道
は
少
し
砂
利
が
入
っ
て
い
て
、

し
っ
か
り
固
ま
っ
た
土
（
つ
ち
）
の
道
で
す
。
道

の
両
側
に
は
一
五
㍍
か
ら
二
〇
㍍
ほ
ど
の
杉
が

ま
っ
す
ぐ
に
伸
び
て
い
ま
す
。
ピ
ス
ピ
ス
ピ
ス
と

い
う
小
鳥
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
ま
す
。
下
の
県
道

の
さ
ら
に
向
こ
う
の
田
ん
ぼ
か
ら
で
し
ょ
う
か
、

カ
エ
ル
た
ち
の
鳴
き
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。 

 

二
分
ほ
ど
歩
く
と
、
「
薬
師
堂
」
に
至
る
石
段

の
と
こ
ろ
に
着
き
ま
す
。
緑
色
の
コ
ケ
類
が
広
が

り
、
近
く
に
は
シ
ダ
類
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

様
々
な
明
る
さ
の
緑
色
と
茶
色
で
つ
く
ら
れ
た
簡

素
で
落
ち
着
い
た
空
間
を
見
る
と
、
何
と
な
く
時

代
劇
で
見
る
風
景
を
思
い
出
し
ま
す
。 

 

「
薬
師
堂
」
入
り
口
を
過
ぎ
て
す
ぐ
の
所
に

「
慈
眼
視
衆
生
・
福
聚
海
無
量
」
と
い
う
言
葉
が

彫
ら
れ
た
石
柱
が
あ
り
ま
す
。
い
き
と
し
い
け
る

も
の
を
や
さ
し
く
見
つ
め
、
海
水
の
ご
と
く
福
を

集
め
る
。
何
と
素
敵
な
言
葉
で
し
ょ
う
。 

 

そ
し
て
さ
ら
に
三
分
ほ
ど
歩
い
て
階
段
を
上
が

る
と
、
急
に
平
ら
に
な
っ
て
、
開
け
て
い
ま
す
。

そ
こ
が
「
三
十
三
観
音
」
の
あ
る
場
所
で
し
た
。

階
段
を
登
り
き
っ
た
場
所
か
ら
見
る
と
、
石
で
造

ら
れ
た
観
音
様
が
左
側
か
ら
右
側
へ
コ
の
字
型
に

並
ん
で
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
赤
い
前
掛
け
を
つ
け

て
い
ま
し
た
。 

 

左
側
か
ら
一
つ
ひ
と
つ
見
て
み
よ
う
と
、
一
番

目
の
観
音
様
の
と
こ
ろ
へ
行
く
と
、
細
長
い
ト
ン

ボ
が
す
ー
っ
と
飛
ん
で
き
て
、
案
内
し
て
く
れ
ま

し
た
。
観
音
様
は
い
ず
れ
も
目
を
つ
む
っ
て
い

て
、
一
八
番
目
、
二
八
番
目
の
よ
う
に
右
の
耳
に

手
を
あ
て
た
も
の
、
首
を
右
側
に
倒
し
た
も
の
な

ど
様
々
で
す
。
こ
れ
は
人
間
の
あ
ら
ゆ
る
苦
悩
を

慈
悲
の
心
で
包
み
込
ん
で
く
だ
さ
る
こ
と
と
関
係

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
「
三
十
三
観
音
」
が
置
い
て
あ
る
場
所

は
、
縦
五
㍍
、
横
一
五
㍍
ほ
ど
の
広
場
で
す
。
い

ま
か
ら
二
百
六
年
前
、
一
八
一
五
年
（
文
化
一

二
）
に
、
畑
ヶ
崎
の
布
施
助
ニ
良
が
つ
く
っ
た
と

言
わ
れ
ま
す
。
二
百
年
以
上
に
わ
た
り
、
多
く
の

人
が
こ
の
場
所
を
訪
れ
、
平
和
と
幸
福
を
祈
り
続

け
て
き
ま
し
た
。
静
け
さ
に
包
ま
れ
た
な
か
、
観

音
様
に
手
を
合
わ
せ
て
い
る
と
、
気
持
ち
が
落
ち

着
き
、
身
も
心
も
き
れ
い
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

 

「
三
十
三
観
音
」
か
ら
の
帰
り
、
少
し
杉
林
の

高
い
方
へ
と
足
を
伸
ば
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
ム

ラ
サ
キ
ゴ
ケ
と
出
合
い
ま
し
た
。
花
言
葉
は
「
あ

な
た
を
待
っ
て
い
ま
す
」
。
一
所
懸
命
に
生
き
て

い
て
も
、
な
か
な
か
悲
し
み
や
苦
し
み
が
消
え
て

い
か
な
い
。
そ
ん
な
と
き
、
「
三
十
三
観
音
」
を

訪
ね
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

 
上越地域各消防署における 

空間放射線量率測定結果 
 測定は毎日午前9時。数値はマイクロシー

ベルト。１時間当たりの測定量です。  

 消防署によると、通常は１時間当たり

0.016～0.16μSv(マイクロシーベルト)だと

のことです。 

 大島中学校の生徒が10日、

田植え機を使った田植え体験

をしました。 

 場所は大島区大島の住宅地

に近い田んぼ。ここは埋まり

やすい田んぼですが、先生や

農協職員等が見守る中、上手

に機械を操作していました。

初めての操作で緊張している

かと思ったら、何か楽しそう

でしたね。田んぼではドローンを飛ばし、動画撮影もしていました。田植

え体験の記録にしようというのでしょう。  

 ＮＨＫの人気番組、「こ

ころ旅」。 

 今月８日は中郷区の片貝

がメインでした。そして翌

９日は、桑取、谷浜地区で

す。よく知っている風景が

次々と出てきて、興奮しま

した。 

 イラストは、土口で自転

車を走らせる俳優の火野正

平さんを描きました。 


